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貫

凡

例

一

．

こ

の

索

引

は

．

石

山

寺

轟

例

説

太

子

須

陀

睾

畢

ヰ

婁

中

期

肺

に

用

い

ら

れ

て

い

る

絢

て

の

台

を

、

訓

藷

支

に

基

l

、

て

、

収

載

し

た

も

の

で

あ

フ

て

、

和

音

と

呈

畳

、

自

立

草

と

酎

鼻

音

と

き

直

別

せ

ず

、

l

為

し

て

収

め

て

あ

る

。

従

っ

て

、

原

本

ド

£

い

て

候

名

が

恰

き

れ

て

あ

る

合

成

蚤

、

訓

韻

文

作

残

に

曾

り

書

し

た

舌

や

草

の

謹

み

亘

毒

し

仁

慈

古

搾

て

味

の

た

。

一

、

所

領

巣

苦

形

容

執

廟

は

．

こ

れ

至

恵

と

せ

す

、

確

言

と

助

詞

と

に

分

け

て

見

出

し

に

立

て

に

。

一

、

所

領

薗

動

画

「

タ

1

－

し

・

「

ナ

H

L

の

連

肩

形

「

ト

」

・

「

こ

」

は

助

詞

「

ト

」

・

「

ニ

」

に

収

載

し

て

鼠

ツ

勺

一

．

遵

合

竜

を

見

出

し

舌

と

し

た

境

甘

に

堕

下

位

尊

貴

竜

参

照

項

巳

ヒ

し

て

為

げ

に

．

1

．

各

項

の

缶

載

形

式

は

、

見

出

し

酋

・

訓

苛

丈

の

用

例

・

吊

例

の

新

車

を

林

す

布

教

と

し

に

。

一

、

見

出

し

歯

は

、

和

島

・

量

目

薗

ヒ

む

に

肖

佃

島

ご

示

し

、

原

則

と

し

て

賃

曲

線

壷

に

礎

っ

た

。

一

、

見

出

し

音

の

直

下

に

l

司

、

用

例

中

に

見

ら

れ

亀

哉

漢

字

の

告

蕾

吏

〓

細
て
を
（
）
に
旬
ん
て
示
し
た
．
活
用
形
華
り
て
の
他
、
ぬ
塵
乙

脛
わ
れ
る
吏
缶
は
、
角
》
で
一
杯
し
た
。

一
、
見
出
し
畠
の
横
列
は
、
五
十
音
訓
と
し
た
。

一
・
空
冒
脅
喜
怒
ヒ
が
同
音
の
場
合
に
璧
蜜
等
尤
ド
呈
巳

舌
を
後
に
置
い
た
．
又
和
舌
の
白
土
商
と
苗
展
竃
と
駅
屋
白
の

場
合
旧
白
土
奉
を
先
1
こ
置
い
た
。

一
、
専
l
可
　
二
渾
し
て
置
彙
寮
引
の
末
尾
に
置
い
た
。

一
・
円
例
の
所
在
l
ミ
訓
韻
文
の
所
在
棟
木
に
従
フ
一
に
二
】
の
鳥

に
、
台
に
よ
っ
て
は
、
原
本
の
行
歌
と
二
行
の
食
違
い
武
生
す

る
こ
と
も
ど
の
る
．
例
え
ば
、
訓
愚
夫

瑠
（
雲
第
三
「
萄
（
ヘ
ア
マ
ハ
ク
）
・

で
早
　
「
皐
…
L
ま
て
が
第
割
行
と
撃
て
い
る
呵
二
篠

本
で
一
l
ミ
璽
小
（
二
㌢
昼
境
弱
行
に
あ
る
・

「
用
例
の
渇
串
活
尽
、
凡
そ
左
の
如
く
で
あ
る
．

1
・
用
例
旦
活
用
青
に
つ
い
て
は
活
用
形
に
舟
ち
、
そ
の
上

で
出
現
順
に
渇
出
し
に
．
非
活
用
薗
1
這
出
現
順
に
堀
出
し
た
．

但
し
・
同
一
用
例
が
違
す
る
萱
、
こ
れ
至
箇
所
に
。
細

め
に
。

2
、
回
一
番
で
あ
，
て
．
嶺
添
え
の
部
と
藻
字
の
訓
と
餌
あ
る

場
合
堕
肴
添
え
の
す
管
見
に
置
い
た
。

〓
上



竜
三
郎
告
別
烏

3
、
伺
二
軍
て
こ
稽
戻
上
の
葉
用
い
ら
れ
て
い
る
湯
谷

は
、
漢
写
毎
に
悶
例
姦
あ
、
草
の
潮
列
は
∵
量
教
場
に

償
っ
て
小
童
か
ら
多
量
に
潮
列
し
た
。

一
、
用
例
の
東
電
良
原
則
と
し
て
訓
讃
女
に
彼
フ
仁
が
・
左
の
粒

で
翻
韻
文
と
異
な
る
。

ユ
．
膚
訓
に
つ
い
て
、
原
本
に
ま
っ
た
く
附
訓
訳
砧
い
薯
・

聾
へ
で
只
）
を
附
1
7
て
補
っ
た
呵
昔
列
の
用
例

で
挿
さ
れ
左
京
き
ぬ
か
っ
た
。
但
レ
、
′
部
分
に
耐
部
の
あ

る
計
の
ド
限
り
へ
）
を
筒
口
て
粛
フ
た
。

つ
、
型
撃
へ
い
甚
包
し
た
「
再
頚
」
「
竜
複
」
等
の
昔
缶
や
、

句
苺
賠
・
返
粗
悪
苛
し
た
。

一
、
用
例
の
長
さ
旦
姦
悪
を
原
則
と
し
た
呵
追
号
L
も

従
わ
な
い
薯
が
あ
る
。

一
、
象
照
項
目
に
蛍
す
る
正
見
出
し
が
梱
旦
に
近
凄
す
る
吾
に

愕
∵
そ
の
象
璧
曾
呈
虎
別
と
し
て
省
噂
し
た
．

〔
附
恵
〕
重
患
宴
索
引
の
第
一
次
萄
は
な
本
が
作
成
し

た
。
索
引
の
整
備
に
．
聴
し
て
l
唱
・
只
卓
古
瓦
・
榎
木

左
票
氏
・
山
水
長
音
氏
の
助
R
を
得
た
．
畠
し
て
澤

討
申
し
上
げ
る
．

〓
六



ア7
イ
シ
ャ
ク
ス
（
培
養
）

痩
億
重
訂
鵬

ア
イ
ス
（
賢
）

凌
重
l
か
却

ア
イ
ザ
ウ
ス
（
蛍
雪
）

醇
音
（
シ
）
『
封
甲

壕
喜
（
シ
）
に
ま
ふ
〔
え
〕

耶

ア
イ
ネ
ム
ス
（
上
巻

衷
倉
（
シ
）
訊
彩
刈

ア
ガ
フ
（
虜
）

殖
（
ヒ
）
て
乃

ア
ダ
ル
（
咤
）
↓
ヲ
ド
リ
ア

T
h
U
レ

．
別
　
モ

ア
グ
（
親
・
肇
・
勉
）

紗
ケ
て

畢
（
ケ
）

琴
（
ケ
）
て

勉
（
ケ
し
て

麺
ケ
）
夢
中

ア
ギ
ト
ク
（
哩
噂
）

留
轡
キ

ア
キ
ラ
カ
ナ
り
（
明
）

明
に

郎　　　0罰68
鬼
対
お
垢押

ア
シ
（
憩
）

悪
（
シ
）
き
コ
ト

羅
（
シ
）
ケ
レ
い
班
〔
而
〕

7
ウ
ノ
フ
・
サ
ブ
ケ
ア
タ

フ
・
ホ
ド
コ
シ
フ
タ
フ

ア
シ
タ
（
朝
）

覿
ト
叫
訂

ア
ス
ダ
（
阿
州
陀
・
阿
周
花
）

7

2

謂

7
ノ
サ
ケ
リ
ワ
ラ
ラ
（
嶺
咲
）

ガ
ル

嘲
し
リ

ア
カ
レ
（
別
）

翻
ケ
リ
嘆
か

7
ザ
ム
ク
（
凝
）

凝
（
力
し
不
∴
也
〕

ア
シ
（
足
・
臍
〕

足の・
卸
（
ヲ
）

卸
を
坤

頭
皿凛

∬
錨
却

卯
の瘍

庄

阿
州
間
者

阿
風
花
と

阿
周
囲
か

ア
タ
C
発
・
敵
）

『敵
の
敵
（
ヲ
）

敵
を
敵
の

ア
タ
ヒ
　
（
直
）

直
は

必
名
引田〈

U
3胡

叩
那

7
タ
フ
〔
乞
・
う
・
奥
）
1

7
タ
ヘ
ア
タ
フ
・
ア
ヒ

玲
青
倉
引
ハ
ア
イ
シ
で
ク
ス
1
7
タ
フ
）

、
乞
（
へ
）
ヨ

7

身

ノ弓
へ
ク
リ

弓
八
冒

輿
（
へ
）
宕

喫
み
中
る
（
コ
ト
）

登
へ
）
中
ル
コ
ト
か

喫
（
ハ
ム
）
卑

喫
（
へ
）
む
に富

喫
（
へ
）
て
着

喫
（
へ
し
て

輿
（
へ
）
つ

輿
（
へ
）
巧
払
卜

登
へ
）
叫
封
や

喫
（
へ
）
ナ
勺
封
〔
え
〕

嬰
（
へ
）
盲
や

輿
（
へ
）
た
釘
と

喫
（
へ
）
て
は

喫
へ
へ
〕
て

二
や
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孝

志

二

訂

峯

卑
C
＜
〕
ト
罰
点

輿
（
へ
）
缶
岩
と

嘆
（
へ
）
h
剖
刃

免
（
ハ
）
不

ア
タ
へ
7
タ
フ
（
弓
奥
）

弓
（
へ
）
輿
へ
へ
）
タ
レ
ハ

輿
（
へ
）
て

喫
（
ヘ
レ
つ

嘆
（
へ
）
も
影
ヒ

単
（
へ
し
て

嘆
（
へ
）
つ

輿
（
へ
）
つ
と

項
（
へ
）
て
む
と

奥
（
へ
）
つ
と

項
ん
て
は

輿
（
へ
〕
て

項
か

丁
′

奥
（
7
）
可
（
カ
ラ
）
不

尊
、
小
ヒ
・
∪

嘆
（
フ
ル
）
に

輿
へ
フ
ル
）
、
コ
J

ア
タ
フ
（
蝕
）
し

．
鹿
（
ハ
）
不
〔
也
〕

盈珊瑚誠遡瑠諭84
票

田盈仏祖

ア
夕
日
リ
（
中
）

璃
ビ

ア
タ
ル
（
ヰ
・
皆
）

ア
タ
ル
L
l

（
ア
タ
ル
L
「
）

鞄
ル
コ
ト
に

解
し
ル

高
富
（
り
）
て

7

タ

ル

留
る
告
る

ア
ツ
シ
（
熟
レ

熟
し
熱
（
ケ
）
九
慮

0

男却のは【
J

卸搾
円
田

ア
リ
マ
リ
ハ
カ
ル
喜
）

璽
芝
哉
（
1
－
）
て
　
劇

7
ツ
ム
（
合
）

含
（
メ
）
・
い
d

7
し
－
ラ
フ
（
巷
）

華
へ
て

7
王
ヅ
ル
（
侠
）

喝
フ
ム
十
ス

7
ナ
ン
（
阿
舞
）

阿
顛
（
ニ
）

阿
贅

ア
二
重
丘
）

（
ア
）
に
金堂

7
ハ
（
果
）

彩
ヲ

虞
（
ヲ
）

7
ハ
セ
テ
（
弁
）

弁
て

ア
ヒ
ア
タ
フ
（
粛
軍
）

（

7

）

0

　

　

亨

相
喫
み
不
（
ラ
ム
）
や

（
7
）
廿恕
喫
（
へ
）
b
割
付
と

9
－
ひ相
項
ん
坊
夢
と

日
．
2乃恥部

こ
八

9

心

ひ
恕
喫
（
7
ル
）
、
い
d

ア
ヒ
イ
タ
ハ
ル
（
賓

（
ヱ
ひ
イ
ケ
入

相
寄
芸
1
1
）
て

？
）
ぴ
イ
女
ハ

猥
頃
（
り
）
て

ア
ヒ
コ
コ
ロ
ミ
ル
（
祖
畠
）

和
哉
T
）
つ
と
　
　
劫

7
ヒ
ゴ
ラ
ク
ス
六
鬼
嶺
費
）

感
菱
（
シ
）
笥
劃
フ
．

、
a
ヒ

（
Z
n凛
墳
果
し
呵
剖
び
て

癖
嶺
常
h
で

ア
ヒ
サ
ル
（
虐
避
）

感
嬰
り
）
て

弁

7
ヒ
ジ
キ
タ
A
ス
（
相
食
客

（
磐
敢
訝

ア
ヒ
シ
タ
か
ア
（
廻
鴎
）

（
邦
障
（
ヒ
）
て

′
Dオ

ば
拇

7
ヒ
シ
ル
（
鬼
島
）

票
、
妄
り
蹄
ト
イ

亨
｝
ひ



テ

　

　

　

　

　

　

　

　

刃

7
ヒ
七
八
バ
ツ
ス
（
錮
蔑
）

痛
撃
寄
（
ニ
）
　
知

7
ヒ
ダ
（
間
）

喝
に
盾

7
ヒ
ツ
フ
ヌ
（
瀬
見
）

戚
野
本
（
メ
）

連
へ
互

7
7
ギ
ヨ
．
パ
フ
（
句
坪
J

蟹
、
呼
（
ヒ
）
て

ア
へ
．
テ
（
肯
・
尊

貴
て

過
（
ヲ
）

ア
ユ
ミ
ユ
ク
（
歩
行
・
歩
薗
）

所
ア
ラ
（
ム
）
ヒ
　
　
研

血
（
ク
）
に
了
ラ
雷
島
崎

裁
て
　
　
搾
融
聖
霊
蒜

ア
マ
シ
（
甘
）

7
ヒ
ミ
ル
（
錮
乳
・
風
見
）

感
見
旬
刊
割
当
封
て
　
力

感
見
和
利
中
　
　
　
空

融
掌
（
メ
）
『
封
　
討

ア
ヒ
ラ
ウ
モ
ン
ス
（
相
草
間
）

密
問
也
が
　
　
彪

7
欝
竃
）
．
呵

戒
ヲ
ン
＝
ス
（
相
轟
）

痩
康
司
H
L

7

7

（

値

・

個
へ
ヱ

壇
（
ヒ
）
ゐ

尊
ひ
ぬ

唐
か
渡
仏
て

簿
，
遵
）

鵬

的

珂

7

0

、
鱈73

′
P瑠

甘
く
甘
さ

ア
マ
ネ
ク
（
苺
）

尊
く
普
（
ク
）

7
メ
ノ
ン
タ
（
夫
）

形
を
ノ

天
（
ノ
）

7
モ
（
何
せ
）

阿
☆

ア
ヤ
ソ
僅
（
シ
キ
）
、
↓
田

7
ヤ
マ
寸
へ
迫
〕

過過
言

臼田Tt】叫
園
㈲7ガ

歩
み
布
（
キ
）
て
〔
而
〕

歩
み
潜
イ
テ
〔
而
〕

ア
ラ
シ
（
碁
・
盈
）

袈
ク

．
廃
く

ア
ラ
ジ
（
非
）

非
し
〔
也
〕

ア
ラ
ス
（
不
・
非
）

マ

ム

7不
す

了
一
7不
す
〔
也
〕

稚
さ
ウ
（
A
）
か

非
す
非
（
ス
）
〔
也
〕

非
す

7
ラ
フ
（
患
・
象
〕

ま、小
潟
（
ヒ
）
て

ア
リ
（
直
・
有
）

㈲
佃

カ
ア
テ

刀
了
り
ツ

長
久
（
シ
ク
）
あ
㌢
て

恵
み
㌢
て
・

頗
（
ア
＝
）

稟
あ
封

邦
題
軸
訂

喝
ア
＝

朝解O
d
u
l却訂仰卸

絶却即郡部
却
町

感
了
ル
ヘ
シ
可
し
（
ヤ
）

堪

重光

苛
会
食
引
ハ
ア
タ
7
1
ア
リ
）

ヽ
ノ

在
ら
む
（
ニ
）
l
す

直
′
影
を
ほ

か
妨
窄
ら
互
肺

率

勿

富

岳

在
（
日
）
て
ぽ

甚
（
り
）
つ
る

在
（
＝
）
L
q
剖
回
廊

〓
九

呼人
U
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第
三
郁
肴
引
葛

巷
（
り
テ
）

在
（
り
）
て

在
（
＝
）
て
鳳

在
（
1
－
）

在
（
＝
）
と

・
蜜
豆

苗
（
ル
）
も
C
は

在
る
喜
成

票
I
㌧
」
局

在
（
ル
）
コ
と
l

在
（
ル
）
を
は

在
る
ト

甚
（
ル
）
を
I
d

在
（
ル
）
か
東
へ
シ
）

嶺
（
ラ
ム
）
と

有
、
勿
灯
ヲ
ハ

有
力
監
憲

」
や
「
七
応

季
詔
勅

奄
・
島

曹′

票
芸
3刃

宵
竹上わ

0
7
　
d
J

ユ
l
　
刃h

r

へ
J

′

b

▼

　

（

y

A
T
　
40′0

′
b

O
T

l可鵡′
b

3

瑚
諦細部叫

′
b廊／抑府

有
（
ラ
）
和

布
ら
（
ム
義
に

有
（
ラ
ム
）
ヒ

有
へ
ラ
）
者

有
（
ラ
ム
）
と

奄
（
ラ
4
）
と
は

有
（
ラ
）
表
〔
也
〕

有
（
ラ
）
未

有
豆
き

有
へ
り
）
つ
る
か

上
旬
（
リ
）
て

有
（
＝
テ
）

知
リ
ナ
ム
皆

有
（
1
－
）
テ
拗

有
（
＝
）
て

右
豆
l
瑞
村

有
（
り
）
て
〔
而
〕

有
亘
　
　
　
　
　
　
　
村

有
（
り
）
　
急
伸
倒
雲

票
芸
高
め
票
芸

頑
ナ
＝

竜
る
に
は

」
偏
る
有
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菜
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．
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齢
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蒜
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を
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∧
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す
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〕
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右
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台
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叫
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右
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叫
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に
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ハ
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句
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l
二
は

布
髄
刊
e
J
餌
と
し

重
等
る
l
朗

布
地
す
る

こ
と

布
為
¶
劇
に

布
施
刊
か
属
し

布
施
刊
創
a
U

葡
為
（
え
ル
）
に

加
〇
°個的ee
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フ
タ
ウ
（
不
宮
）

不
曾
笥
取

ブ
ヰ
（
密
）

〔
巴
鞠
真
モ
テ
）

誠
　
　
プ
チ
ウ
ー
ゾ
（
神
頬
）

訂

l

不
皆
伝
書

フ
タ
ツ
（
二
・
両
）

二
（
′
）

二
着

雨
の

珂炉
芸

フ
タ
ーl
（
千
両
）

三
位
膵
l

J2
両
l
臼
票
周

期

滴
の

．
雨
（
ノ
）

麻
の

明
神
碑が

餌
場
却
料
頭
叩
椰

感
知
訓
机
地

雨
（
／
）

南
の
　
l

雨
（
！
）

叫が謝

両
の

印
耶
珊
軌
畑
畑
地

清
朝
（
ツ
）

フ
ニ
ン
（
帝
人
）

華
人
和

ブ
ニ
ン
（
夫
人
）

夫
人
ら

九
人
は

未
人
も

本
人
は

夫
人
と
〔
及
〕

フ
ミ
（
昔
）

音
更
書
（
ヲ
）

プ
モ
（
父
甘
〕

失
苛
の

矢
理
父
母
を
な

犬
妻
を

ー3

7
一／∩

）
か
「l

ヰ
封労相

フ
モ
ト
（
下
）

下
に

フ
ル
ン
（
故
）

枇
キ

止
（
ム
）
可
（
カ
ラ
）
不

食
す
可
け
（
4
）
や

昇
る
可
し
〔
也
〕

選
書
同
訓
山
可
L
L

琶
l
止
へ
ス
）
可
し

班劇TPO
′
OT

疇
ア
ル
〔
へ
．
／
∪
可
い
（
ヤ
〕

ベ
ン
（
可
・
皆
・
唇
　
内
助

懐甜℡』那

動
錮
）

ス亀
へ
カ
ラ
ム
ヤ

受
く
（
ヘ
カ
ラ
）
和

嘩
了
ル
和
却
可
し
（
‡

衛
へ
千
鶴

買
（
Z
へ
義

貫
ル
）
可
（
で
ヱ
和す▼

喫
（
7
）
可
（
カ
ラ
〕
不

償
（
り
首
（
タ
フ
）
不

出
♂
可
（
号
）
不

去
る
可
（
カ
ー
7
）
不

渡
る
中
亨
7
）
中
る

紺やlげ∫舶2′
0
0
1
‘
U
岬お隣博

捜
↓
八
可
シ
ャ

待
つ
可
し

養
か
可
し

患
（
＝
）
相
剖
可
し

顧
ル
卑
し
と

布
漉
す
可
（
シ
）
と

得
u
山
可
（
・
ン
）
と

璃
訂
）
可
き
鹿
は

止
（
ル
）
可
き
朗
は

僻
方
寸
告
さ

布
施
す
可
き
者
に
l
耳

e

‘

▼
町呼皿押知勇

ヽ
’
▼カ、

J抑
′
bdT
．

詩
看
官
引
（
ヒ
ヤ
ク
、
、
－
ベ
シ
）

鮎
ル
軌
カ
ラ
市
と

如
奄
〕
（
カ
亘
）
や

一
一
〇
Å

仰劇珊
′
Od
」が



鴇
三
部
二
軍
の
為

替
ケ
ム
幣
吾

漸
っ
優
し
と

敷
地
七
側
か
合
し
ヒ

岡
の
蜜
〕
し

与剰
徹
す
宮
し

渡
す
愴
（
・
ン
）
と

捨
っ
管
〕
し

付
へ
ケ
）
は
剖
［
嘗
〕
し

珂30
7
00細部0才埠

3

司

融
ヌ
）
は
剖
つ
菅
〕
し

湘

伸
容
巴
き
御

得
厚
田
〕
き
〔
祁
〕

得
一
管
〕
さ

麟
養
（
ス
）
合
さ
と

喝
（
7
）
雁
（
シ
）

べ
ヰ
リ
ス
へ
別
陛
）

暫
し

へ
ナ
（
膣
）

聯
7
日

叫叫祁珊瑚が塔

鈴
の

武
サ
ヰ
（
書
薗
）

菩
薩
す
l
現

ホ
シ
キ
マ
マ
二
（
裾
〇

へ
ン
タ
イ
愈
泉
）

顛
帯
と
ヒ
ラ
メ
＝
　
耳

警
告
へ
・
ン
）
と

忍
か
嘗
（
シ
）

裡
舎
曾
〕
し

足
る
督
（
シ
）
と

′
○舶7㊥㌢㊥

ホ

遷
（
＝
）
笥
肌
合
（
シ
）
と

舶

ホ
ウ
イ
ヰ
（
貴
溢
）

音
盤
那
触
捌
む
　
糾

ホ
ウ
ザ
ゥ
（
賓
商
）

裁
く
嘗
し

替
冨
さ
と

至
（
ス
密
］
き
争

愛
蔵
（
ヲ
）

ホ
カ
（
也
・
鈴
）

他
に

遂
に

ホ
シ
キ
マ
マ
ニ
ス

雪
）
恍
敬

語
（
二
）
し
て

謬
（
こ
、
ン
）
つ

ホ
ソ
シ
（
故
）

榔
ギ

ホ
ト
斤
ノ
（
僻
）

僅
（
二
）

鹿
へ
ヲ
）

碗
ホ
ド
コ
シ
（
境
）

滋
（
ト
）

為
奉

窓
用

へ
旛
）

㊥ヰ国

一
（
〇
六

ホ
ト
＝
（
遭
）

連
に

ホ
ム
（
貧
）

高
野
（
ム
ル
コ
ト
）

太
り
ス
ヘ
欲
）

故
蘭
剥
新
王

叩
芸
凋

ホ
ル
舎
仙
）
↓
マ
ド
ヒ
ホ
ル

ホ
ン
ガ
イ
（
幡
豆
）

呵封
印

倒
㊥

低
量
（
二
）

ホ
ン
コ
ク
（
本
毘
）

本
国
の

ホ
ン
シ
ム
（
本
心
）

本
心
に

車

ぷ2カ

マ

マ
ウ
オ
ド
ロ
ク
（
愕
6

愕
番
と
マ
ナ
オ
ト
ロ
イ
呵

ホ
ド
コ
シ
7
タ
フ
へ
施
喫
）

漉
し
輿
か
（
ル
）
に

凸
］

．
劃
J
u
J

マ
ウ
ク
（
設
）

故
へ
ケ
）
て

℡

　

ハ

「

‖

　

4



マ
ウ
サ
ク
（
白
⊥
盲
・
色
盲
）

白
（
サ
ケ
）

占
ロ
さ
く

ユ
一
考
、
く

音
（
寸
）
く

盲
さ
く

盲
（
寸
）
く

言
（
叶
ク
）

竜
へ
寸
）
＜

盲
ぺ
し
く

．
苫
守
）
く

盲
さ
く

盲
（
7
7
）

．
昔
年
）
く

盲
さ
く

青
年
）
く

ま
さ
く

盲
守
）
く

言
（
サ
ム
′
）

昔
さ
く

’
J∫

脚
l
鋼

舷
由
砧
搾
針1

J
1
7

曹
鵬
が
鵬

庸
鵬

胡
鵬即

郎
甲誰

慧
蒜
慧
瑚ロヽ一

辞
抑加

胡
虜

祁
鋼
叫
坪
痛

坤
瑚
珂
印
m

吉
（
サ
ケ
）

竜
王
く

ま
守
ク
〕

ユ
＝
ロ
さ
く

白
言
へ
サ
ケ
）

珂
芸輔
弼
和
魂ま

白
（
寸
）
禦
＝
J
．
し
瑚
剋
耳
〕好

マ
カ
モ
ク
ケ
ソ
レ
ノ
（
摩
蘭

・
日
璃
運
）

マ
ウ
ス
（
臼
・
白
・
言
）

輿
へ
）
謡
ト
マ
ウ
ス

′
〇
乙

四
百
歳
（
ニ
）
．
抑
釦
ヌ
ト
マ

ウ
ス
　
　
　
　
　
　
　
加

胤
喝
（
シ
）
川
副
ト
マ
ウ
ス亜

一
石
覇
に
7
タ
ル
ト
て
サ
）

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

劃

二
石
頭
（
ニ
ア
タ
ル
ト
マ
ウ

ス
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

貴
（
ヰ
J
朝
潮
昌
〕
叱
て
（
ユ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

鰯

白
へ
シ
テ
）

白
へ
，
ン
）
て
一

部

白
（
シ
テ
）

白
す
色
（
ス
）

白
す

白
へ
ス
）
に
l
苫

’
‘
．
ヽ
′

搾
成
鵬
芸

摩

前

日

聾

マ
ク
（
負
）

か
ケ
ス
ト

冒
す
事
・
一
和

盲
寸
言
（
ス
こ
a
L
雪

盲
晶
に

マ
ウ
ヅ
（
至
・
龍
）

弼
㌻
￥

一
■
（
ウ
）
轟
二
王
て

萄
）
つ

マ
刀
工
ン
（
摩
宙
紆
）

摩
南
街
の

摩
解
析
（
ヲ
）

′
b男
つ

持
出劇

．　32
」
コ坪糾

マ
ク
↓
ユ
カ
マ
ク

求
醇
増
山
ま
く
耳
　
　
鴎

漫
ら
触
れ
舶
脈
か
（
マ
ゥ
）

網0帖叶
n
r應珂

語
貴
賓
〓
（
メ
ヰ
リ
ス
ー
マ
コ
ト
一
〇

瑠苑
（
ナ
ム
マ
7
〕
耳
　
J

飲
食
苫
（
・
て
ヶ
）
耳

故
笥
ひ
ハ
マ
ヶ
〕
耳

マ
ゴ
（
孫
）

孫
切
副

葬
は
最
知
針
き

孝
（
ヲ
）

マ
コ
ト
（
貫
）

軒
店
や

マ
コ
ト
ニ
（
ふ
貰
）

一
（
0
号

鑓功胡
′
h
Y
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省
三
奇
骨
引
庵

賓
に

マ
ナ
シ
ク
へ
正
）

網
l
。
ユ
芸

正
へ
シ
）
ク
　
　
砧
＝
。
芸

マ
サ
ニ
（
格
・
鎗
）

格
に

ー
3
　
8
T

宮
▼
　
棚

曾
（
l
〇

官
に
皆
へ
ニ
）

貨
に雨
脚

曾
（
ニ
）

官
に
鎗
菌
三
）

骨
に
宮
（
ニ
）

皆
に
督
（
二
）

訂

田
ねぎ8

〓
仰
郎
画
周
伊
爾

官
に
　
　
　
　
　
　
叫

マ
ジ
ハ
リ
ワ
カ
ツ
（
東
沖
）

女
阜
坤
へ
ま
て

研

マ
ソ
ロ
ク
へ
圃
レ

酵
♀
）
て

犯

赤
■
一
た或腐復

田′
P
e
p沖

洲
瑚
初

警
芸

叫ユ茸

マ
ス
（
盆
・
増
）

盆
す
か
如
し

盆
（
ス
カ
〕
血
C
乙

増
す

マ
ス
マ
ス
（
培
・
盆
）

0
°耳瑚刃

叩
網
雲
芸
椚
弼

瑚
珂
芸
御
霊

e
J
．

』3d
P
呵
…
叫
閤
l

的
l鋪
l時
膵

18P
爾
朗
l
明
朝
伽
霊
融

雲
雪
空
芸
や
霊

山
邪
的
狛
叩
雲
脚
郡

芸
御
剣

l（〇八

七
日
朝
刊
副

マ
ド
ヒ
ホ
ル
（
迷
荒
）

婆
洛
レ
部

マ
ナ
フ
（
腎
）

螢
（
ヒ
4
）
ヒ

啓
（
7
）
る
名

草
（
フ
ル
）
封

マ
ヘ
（
前
）

5

ガl
網

30
っ

一
網

前
に

慧
芸

亦
復

丹
l
怜
刀

2
　
3
　
3

平
ツ
（
虜
）
↓
ノ
．
γ
＼
、
＼
マ
ツ

椚
蛸
岬

マ
モ
ル
ヘ
ヤ
）
↓
タ
モ
十
マ

響　　　　　　　　　　　罰

ヘ
ス
）
　
　
　
の
到
釦

マ
タ
（
又
・
及
・
且
・
永
・

或
・
複
・
痙
讐

皆
に
珊
瑚
珊
聖
聖
霊
〓

珂
お
l

・
官
（
ニ
）

え汲
よ
た月ぷ

芸
霊○

＿
4

瑚
融
却訂’ノ

恥
（
十
）
て

マ
タ
が
ル
（
崎
）

喝
リ

マ
ヅ
シ
（
貧
）tL1

7
）

合
（
シ
）
き
者
は

マ
ツ
り
ゴ
ト
へ
政
）

政
（
ノ
）

マ
デ
《
助
詞
》

七
日
ま
て

lね
爾

モ
ル

守
義

マ
ヤ
へ
岸
祁
）

摩
祁

マ
ー
ー
モ
（
未
到
母
）

未
到
瑠

算
叫
瑚ダ鰯

マ
ン
テ
ィ
（
隻
姐
・
漫
烙
）

呵

唇
歯
漫
烙
（
！
〕

l
明

朗



鼻
息
か

漫
歯
の

度
疲
漫
薗
（
ト
レ
【
及
〕

浄
血
は

薄
塩
が

漫
直

マ
ン
ミ
ン
（
万
民
）

万
民

マ
ン
＝
（
万
里
）

万
里
の

0

劫功一
「ユ峰

⊇
ノ

蛸
加
が

、
ミ

、
、
＼
（
身
）

身
は
身
の
身
を
尽

身
（
ヲ
）

身
に

亜7
一
b

〇
一裏′

b加勤【
J

鼻
（
ヲ
）

烏
っ

ミ
ギ
（
右
）

右
の

、
、
＼
コ
ト
（
命
）

朝
を

ミ
せ
ソ
ヘ
教
壇
）

笹
（
ヨ
＝
モ
）

ミ
ク
ビ
（
三
・
三
踵
）

三
に
三
通

ミ
ダ
ル
（
も

堪
右
瓜

色
之軋
る
〔
也
］

ミ
キ
（
壇
・
遭
催
）

連
に
虚
（
ヲ
）

塵
を
足
は
日

通
ち

関
如朗－

b
q邦叩

田
岬

底
（
ヲ
）

達
皇
道
（
チ
）

道
に
薗
（
ヲ
）

道
に
適
（
「
ェ

適
の
適
に
造
書
直
へ
ヲ
）

達
の
痘
l
俺
を

、
、
＼
ツ
（
三
）

三
の
三
者

、、、ツ（晩）

恥
ヰ

ミ
ツ
（
滴
）

痛
へ
ツ
ル
）
l
こ

乃
「
d
「山

城
叫
功可胡瓜劇劇珂罰7書

霊
域

舶
塔
封が

・

曹
肴
引
ハ
マ
サ
シ
ク
ー
モ
ヅ
カ
ラ
）

ミ
ヅ
（
丸
）

水
（
ヲ
）

永
盲
犬
の
氷
へ
ヲ
）

氷水
（
ニ
）

氷水
の
犬
を
丸
（
ヲ
）

氷水
（
ヲ
）

氷
雪
水
の
九九
（
ヲ
）

泉
に

ノ
し

」
刀
り

、
、
＼
ツ
カ
ラ
ヘ
白
）

一
（
〇
九

■
3

h
J

OO
つ

れ

郎

埠麟l
錆

汀
」
D
9

1
紆
1
7
。
両
邦

霊
2
嘩

珂
制
幻
l
瑠新

（
X
）必創3tJlは、
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為
三
部
粛
剖
鳶
r

望
（
ラ
）

喝
）
へ
ラ
）
の

璃
）
（
ラ
）

白
（
テ
レ
の

貼
四
防
鵬び3・

e

・
白
へ
ラ
）
同
　
　
　
　
　
　
じ

色
〇
7
）
　
m
 
u
誓
〓
蒜

増
瑚
叫
坤
▼

自
ら
　
　
　
　
　
　
　
畑

．
白
（
ラ
）
　
　
叫
訓
琳
珊
瑚

報
へ
ラ
）
　
　
　
　
紺

白

ら

　

　

　

　

m

明
（
ラ
）
甲
　
　
　
璃

白
（
ラ
）
　
　
　
　
　
　
鵬

喝
㌻
）
　
　
　
ヰ
l
。

ミ
ナ
（
皆
）

甘
　
露
g
O
別
れ
印
面
…
嘲

髄
明
野
㈲
融
l
聖
二
芸

舶
加
鰯
相
加
都
研
掴
紳

即
瑚
珂
追
珊
劇

ミ
ニ
ク
シ
（
醜
）

醜
（
キ
）
コ
d

ミ
木
（
巌
）

喝
．

ミ
モ
ト
（
折
）

壇
上
に

ミ
ヤ
（
宮
）

宮
の
・

宮
に
官
の

塵
ロ
に

ヾ
ヤ
ウ
ジ
（
ヶ
舎
己

名
卑
点

差
ユ

ミ
ヤ
ウ
ジ
サ
（
猛
獣
）

轟
ミ
ユ
（
見
）

見
え
不
可
判
捌

見
え
和

見
（
エ
）
不

見
（
エ
）
不
瑚
劃
謝

慧

ミ
ル
（
鼠
・
面
・
蔵
・
叡
）

t
Y
ア
ヒ
ミ
ル
・
ニ
ク
ミ

ミ
ル

一
〓
0

凰
（
ル
）
に

見
る
に

見
九
ほ

件

鵬
屈郊糾仰

見
未

み見
（
4
）
ヒ

鼠
か
鼠
不
u
u

見
本
日
割
は

見
柑
剖
融
和

見
（
タ
ー
1
）
ヤ

見
て

増血′
〇割餌詔町域叫

祁蛸
聞
錮

不
u
T

′
0

9

蛮

見
たほ
て
ま
つ
ら

不
日
や

け
ー
ほ即

日
　
ロ

コ

一

一

3

2

　

3

3

　

3
8
「J

見
て
．
拝

見
男
は

見
て
見
て
［
而
〕

見
何
列
周
（
ム
）
ヒ

見
る
見
（
ル
）
か

泡汀
「
』g胡

芸
劇鵬重訂

亀
呵
剖
劇
J
d

蔵
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